
 

 

 

本日よ 
 

 
 
 

 

春の息吹につつまれる中、校地内の桜の花が満開に咲

きほこる素敵な日となりました。令和７年４月９日（水）、草

津市教育委員会教育委員様をはじめ、多数のご来賓なら

びに保護者の皆様にご出席をいただき、草津市立老上中

学校第４７回入学式を挙行することができましたこと、心か

ら感謝申しあげます。   

２３０名の新入生の皆さん、改めましてご入学おめでとう

ございます。皆さんの入学を心から歓迎します。入学式で

の呼名の際に返事応答をしている新入生の皆さんの凛とし

た姿勢、新入生代表の２名の方の力強い言葉から、いよい

よ始まる中学校生活への大きな期待と、精一杯がんばろうという意気込みがいっぱい伝わってきまし

た。また、新入生歓迎の言葉からは、新たな仲間を迎え、みんなで素晴らしい学校生活を築いていこう

という温かい思いが伝わりました。いよいよ令和７年度、新しい老上中学校がスタートするということを

実感させてくれた記念すべき日となりました。以下に校長の式辞の一部を抜粋して紹介します。２年生、

３年生の皆さんへのメッセージにもなりますので、ぜひ一読してみてください。 

《校長式辞より》 

皆さんは今日から、老上中学校の生徒となります。これから始まる中学校生活では、まだまだ分から

ないことが、あるかもしれませんが、皆さんがこれまでに培ってきた、「学ぼうとする姿勢」「成長しようと

する力」は、たいへん大きなものです。これからの生活の中で、たとえ分からないことがあったとしても、

それを乗り越えよう、克服していこうとする力を一人一人が兼ね備えていると思います。また、この老上

中学校には、皆さんが困ったり、分からなかったりしたときに、気軽に相談することができ、温かく支え

てくれる先輩方や教職員の皆さんがいますし、周りにいる同級生も、かけがえのない存在となって、皆

さん一人一人の中学校生活を充実したものにしてくれるはずです。 

さて、皆さんにとって新たな一歩となる、この節目の日にあたり、これから大切にしてほしい二つの言

葉をお伝えしますので、今後の中学校生活に役立ててほ

しいと思います。  

まず一つ目に皆さんにお伝えしたい言葉は、「考動（こ

うどう）」という言葉です。本校は昭和五十四年の開校

以来、「自主創造」を校訓としてきました。「自主」とは、自

らが主体となって考えること、そして、正しく判断して動く

ことを意味します。この「考える」と「動く」を組み合わせた

「考動」は、本校独自の言葉として常に大切にしています。

一人一人が自分自身で考えて、より良い方向に向かって
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！ 
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何かをやりだそうとすれば、新しいことを創り出すことができる、

つまり「創造」につながるというわけです。学んだことを通して、

さらに「どうしてこうなるのだろう？」「どうやったらうまくできる

だろう？」という自分なりの問いを立て、仲間と協力して、時に

は地域の方々との交流を通して、新しいアイデアや考えを生

み出したり、発見したりできる、そんな学びがこの学校では何

より大切にされます。「こどもまんなか」の学校づくりの視点

から、皆さん一人ひとりが主役となり、自信をもって様々なこと

に挑戦できるよう、皆さんの意見や考えが大切にされるよう教職員一同が全力で支えていきます。自

分の中にある「やってみたい」「知りたい」「創ってみたい」という気持ちを大切にしてください。変化の激

しいこれからの社会を力強く生きていくために、「考動」する力を身につけ、「持続可能な社会の創り

手」としての一歩を、踏み出してほしいと思っています。 

二つ目に皆さんにお伝えしたい言葉は、もう一つの「幸動（こうどう）」です。自分や周りの人たちが

「幸せになるために動く」「幸せを生み出すために動く」という意味で、これもまた本校独自の言葉です。

学校生活における様々な活動や友だちとのふれ合い・・・全ての行動の根っこに「自分や誰かを幸せに

する」という思いがあると、学校生活はもっと豊かで素敵なものになります。幸せは、ただ与えられるも

のだけではなく、誰かと分かち合いながら、育んでいくものです。自分や誰かの心を温かくするような言

動をたくさん重ねていってほしいと思います。例えば、友だちの話をよく聴くこと、誰かの困っている姿

に気づいて声をかけること、自分の「ありがとう」や「ごめんなさい」を素直に伝えることも、立派な「幸

動」です。それは、決して特別なことではありません。毎

日の中の小さな優しさや、ちょっとした気づきが、誰かの

心を温め、その温かさがまた別の人へと広がっていく。

そうして生まれる幸せの連鎖こそが、人々が心身ともに

満たされ、豊かに生きることができる社会の基盤になる

と思います。皆さん一人ひとりが、自分のため、友だちの

ため、そして社会のために「幸動」できる人に育ってくれ

ることを願っています。※式辞の中では言葉としては使

用しませんでしたが、「自他のウェルビーイングの向上」

についてお話ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県教育委員会情報誌「教育しが」          

滋賀県教育委員会の教育施策や事業、学校の

話題が掲載されています。また、各記事に関連

するウェブページを紹介していますので、合わ

せてご覧ください。保護者向け情報誌「教育し

が」｜滋賀県教育委員会（←クリック） 

老上中学校ホームページ 学校生活における生徒の皆さんの活躍や様子、 

学校の取組、その日の給食（写真付き）等を毎日アップしていきます。是非とも 

ご覧いただき、たくさんの「     いいね」を押していただけたらありがたいです。 

草津市立老上中学校｜トップページ (scblo.jp) （←クリック） 

 草津市教育委員会だより「コンパス」     

草津市教育委員会の教育施策や事業に関す

る情報をお伝えすることで、より多くの方に

草津市の教育への理解を深めていただくた

めに発行しています。                      

広報紙（コンパス）｜草津市（←クリック） 

新入生代表のことば 

学活の様子 

https://www.pref.shiga.lg.jp/edu/gaiyou/koho/edushiga/
https://www.pref.shiga.lg.jp/edu/gaiyou/koho/edushiga/
https://kusatsu.scblo.jp/oikami-j
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/kosodate/kyoiku/kyoiku/kohoshi/index.html

